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冒
頭
、
マ
ー
シ
ュ
ブ
ロ
ー

カ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
平
賀
暁
会

長
が
あ
い
さ
つ
し
、
「
今
年

は
東
日
本
大
震
災
か
ら
10

年
、
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら

四
半
世
紀
、
ま
た
自
然
災
害

で
は
な
い
が
、
米
国
の
同
時

多
発
テ
ロ
事
件
か
ら
20
年
が

経
過
し
た
。
今
日
は
、
事
前

の
備
え
と
し
て
、
企
業
は
何

を
意
識
し
て
強
靭
で
弾
力
性

の
あ
る
体
制
を
実
現
し
て
い

く
の
か
、
ど
の
よ
う
な
社
内

外
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
必
要
か
、
と
い
っ
た
テ
ー

マ
に
つ
い
て
有
識
者
に
講
演

し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し

た
」
と
趣
旨
を
説
明
し
た
。

　
初
め
に
、
小
森
園
氏
が

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
高
い
組

織
と
は
～
い
か
に
オ
ー
ル
ハ

ザ
ー
ド
に
対
応
で
き
る
組
織

と
す
る
か
～
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
た
。

　
小
森
園
氏
は
、
近
年
世
界

で
発
生
し
た
巨
大
自
然
災
害

や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
を
挙

げ
た
上
で
、
「
２
０
１
６
年

の
ダ
ボ
ス
会
議
を
き
っ
か
け

に
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
（
Ｖ
ｏ
ｌ
ａ
ｔ

ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
：
動
性
、
Ｕ
ｎ

ｃ
ｅ
ｒ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ｔ
ｙ
：
不

確
実
性
、
Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｌ
ｅ
ｘ

ｉ
ｔ
ｙ
：
複
雑
性
、
Ａ
ｍ
ｂ

ｉ
ｇ
ｕ
ｉ
ｔ
ｙ
：
曖
昧
性
の

四
つ
の
単
語
の
頭
文
字
を
と

っ
た
造
語
）
の
時
代
と
い
う

言
葉
が
浸
透
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
っ
て
そ
の
傾
向
は

さ
ら
に
加
速
し
て
い
る
」
と

の
見
方
を
示
し
、
「
直
接
的

な
被
害
を
被
る
災
害
だ
け
で

な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
連
鎖

の
中
で
は
、
い
つ
ど
こ
か
ら

火
の
粉
が
降
り
か
か
っ
て
く

る
か
分
か
ら
な
い
」
と
の
危

機
感
を
示
し
た
。

　
ま
た
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
と

い
う
言
葉
の
定
義
つ
い
て
、

日
本
で
は
物
的
な
巨
大
損
害

が
伴
う
リ
ス
ク
に
対
し
て
使

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
Ｖ

Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
に
お
い
て
は

も
う
少
し
広
い
視
野
で
捉
え

る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
。
そ

の
上
で
、
有
事
の
際
に
復
旧

に
取
り
組
む
と
い
う
従
来
の

「
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御
」

で
は
な
く
、
予
兆
を
検
知

し
、
そ
の
影
響
を
予
測
し
て

先
に
動
く
「
フ
ィ
ー
ド
フ
ォ

ー
ワ
ー
ド
制
御
」
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
取
り
入
れ

て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
訴

え
た
。

　
さ
ら
に
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

を
高
め
る
要
素
と
し
て
①
情

報
収
集
②
影
響
予
測
③
意
思

決
定
④
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
４
点
を
挙
げ
、
関
係
者
と

の
情
報
共
有
の
重
要
性
を
指

摘
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
構
築
に
あ
た
っ

て
は
、
地
震
Ｂ
Ｃ
Ｐ
な
ど
の

事
象
想
定
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
か
ら
脱

却
し
、
発
生
事
象
に
関
わ
ら

ず
、
重
要
業
務
・
機
能
が
喪

失
し
た
場
合
の
対
応
策
を
検

討
す
る
オ
ー
ル
ハ
ザ
ー
ド
Ｂ

Ｃ
Ｐ
へ
見
直
し
を
図
る
こ
と

を
強
調
し
た
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定

に
当
た
っ
て
は
、
緊
急
対

応
、
ク
ラ
イ
シ
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
事
業
継
続
・
復
旧
の

三
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
（
時
間

軸
）
で
検
討
す
る
必
要
性
を

示
し
た
。

　
続
い
て
坂
本
氏
が
「
組
織

を
守
る
危
機
管
理
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
Ｂ

Ｃ
Ｐ
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
解
説
し
た
。

　
同
氏
は
ま
ず
、
顧
客
や
投

資
家
の
期
待
に
応
え
る
た
め

に
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
を

防
ぐ
こ
と
の
重
要
性
を
説
明

し
た
。
「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
」
と
は
、
企
業
と
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
間
で
双
方

向
の
情
報
交
換
が
で
き
な
い

状
態
を
指
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
は
広
報
の
主
戦
場

で
あ
り
、
企
業
の
広
報
部
門

で
は
近
年
、
従
業
員
や
そ
の

家
族
、
就
活
生
、
地
域
住
民

と
い
っ
た
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
を
重
視
す
る
傾
向
が
高
ま

っ
て
い
る
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
近
年
、

危
機
管
理
力
を
高
め
て
き
て

い
る
広
報
部
門
も
多
く
、

「
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」
を
防

ぐ
た
め
に
は
広
報
部
門
と
の

連
携
が
効
果
的
だ
と
述
べ
、

「
社
会
情
勢
に
関
す
る
情
報

の
収
集
や
、
厳
し
い
環
境
下

に
お
け
る
情
報
発
信
方
法
な

ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
な

が
ら
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
お
い
て

は
、
被
害
想
定
を
前
提
に
し

た
緊
急
時
の
対
応
ア
イ
デ
ア

に
つ
い
て
平
時
か
ら
議
論
し

て
お
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と

の
考
え
を
示
し
た
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
「
話

題
づ
く
り
」
を
し
て
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
に
紹
介
し
て
も
ら
う

こ
と
が
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に

つ
な
が
っ
て
い
た
が
、
今
後

は
、
社
会
課
題
や
リ
ス
ク
へ

の
取
り
組
み
の
実
態
（
フ
ァ

ク
ト
）
を
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
に
伝
え
、
企
業
の
存
在
価

値
の
認
識
を
深
め
て
も
ら
う

「
価
値
づ
く
り
」
の
観
点
が

重
要
に
な
る
と
指
摘
し
た
。

中
で
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
連
携
の

源
泉
と
な
る
、
従
業
員
に
向

け
た
イ
ン
タ
ー
ナ
ル
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
が
高
ま

り
を
見
せ
て
い
る
点
に
も
言

及
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け

て
近
年
、
多
く
の
企
業
で

「
従
業
員
の
状
況
を
適
切
に

把
握
で
き
て
い
る
か
、
会
社

の
方
針
や
状
況
を
伝
達
で
き

て
い
る
か
と
い
っ
た
こ
と
を

再
点
検
す
る
動
き
が
加
速
し

て
い
る
」
と
解
説
し
た
。

　
同
氏
は
最
後
に
、
企
業
は

社
会
の
期
待
に
応
え
る
た
め

に
、
社
会
的
責
任
を
果
た
す

姿
勢
を
発
信
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
強
調
。
ミ
レ
ニ
ア

ル
世
代
を
中
心
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ

投
資
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り

組
み
に
対
す
る
関
心
が
高
ま

り
を
見
せ
て
お
り
、
企
業
が

社
会
的
責
任
を
果
た
す
姿
勢

が
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
購
入

・
利
用
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
説
明
し
「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
期
待

に
応
え
る
た
め
策
定
す
る
も

の
だ
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
期
待

を
察
知
し
、
そ
れ
に
対
応
し

た
と
し
て
も
、
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
に
そ
の
事
実
が
伝
わ

ら
な
け
れ
ば
大
き
な
効
果
は

発
揮
さ
れ
な
い
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に

対
す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
観
点
か
ら
の
イ
ン
プ

ッ
ト
が
進
む
こ
と
を
期
待
し

た
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
経
営
と
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
」
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト

に
一
般
財
団
法
人
Ｄ
Ｒ
Ｉ
ジ

ャ
パ
ン
理
事
長
の
長
瀬
貫
窿

氏
、
マ
ー
シ
ュ
ブ
ロ
ー
カ
ー

ジ
ャ
パ
ン
㈱
バ
イ
ス
プ
レ
ジ

デ
ン
ト
マ
ー
シ
ュ
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
今
野

裕
規
氏
、
企
業
広
報
戦
略
研

究
所
の
坂
本
氏
を
迎
え
、
モ

デ
レ
ー
タ
を
務
め
る
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
北
ア
ジ
ア
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
大
久
保
琢
史
氏
の
進

行
の
下
、
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

意
義
や
取
り
組
む
べ
き
ポ
イ

ン
ト
に
関
す
る
意
見
が
交
わ

さ
れ
た
。

有
事
に
生
か
す
べ
き〝
広
報
の
力
〟

小森園氏

坂本氏

「
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
を
支
え
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
」

多
様
な
リ
ス
ク
へ
の
備
え
考
察

　
マ
ー
シ
ュ
ブ
ロ
ー
カ
ー
ジ
ャ
パ
ン
は
３
月
８
日
、
企
業
広
報
戦
略
研
究
所
（
㈱
電
通
パ
ブ
リ
ッ
ク
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
ズ
内
）
の
協
力
の
下
、
企
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
危
機
管
理
担
当
者
等
を
対
象
に
、
オ
ン
ラ

イ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
経
営
を
支
え
る
事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ

Ｐ
）
」
を
開
催
し
た
。
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
が
経
過
し
た
今
、
世
界
は
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
新
た
な
脅
威

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
で
再
び
大
震
災
が
起
き
れ
ば
、
社
会
は
複
合
災
害
へ
の
対
応
を
迫

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
自
然
災
害
や
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス
ク
・

ハ
ザ
ー
ド
に
企
業
が
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
マ
ー
シ
ュ
ブ
ロ
ー
カ
ー
ジ
ャ
パ
ン
㈱
マ

ー
シ
ュ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
ジ
ャ
パ
ン
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
リ
ー
ダ
ー
の

小
森
園
孝
輔
氏
と
、
企
業
広
報
戦
略
研
究
所
上
席
研
究
員
の
坂
本
陽
亮
氏
が
講
演
。
そ
の
後
、
有
識
者
に
よ

る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。
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